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第２１回 シリサイド系半導体・夏の学校

シリサイド系半導体および関連物質の研究の基盤学問（電子状態計算や状態図等）と、その
応用材料（太陽電池や熱電材料等）に関する講義を、本研究会会員に最新の成果を交えて講
演いただき、若手研究者や学生を交えて活発な討論を行う。またポスター発表も予定しており
活発な議論を期待している。研究者としてのキャリア形成についても話題にあげ、今後の各
人、特に学生のキャリアや進路を一考する機会となることを期待している。

浜名湖北部，湖畔の静かな自然環境のなかで、下記内容の研究会を二日間に渡り開催した。
１．シリサイド系関連物質の研究者を講師とした講演５件、２．博士後期課程の学生による講
演２件、　３．ポスター発表２８件。

国内１４の大学・研究機関から４６名の参加があった（学生の参加は３２名）。研究
の最前線で活躍される研究会会員による５件の講義では、学生向けの基礎的な内容か
ら最新の研究成果まで、興味深い内容が披露された。具体的な内容は「電子状態計算
の基礎とシリサイド系半導体研究への応用例」、「Python による研究データ解析の基
礎とその活用例」、「状態図の基礎とシリサイド系半導体の応用例」、「Towards
Semiconducting Silicide Thin Film Solar Cells on Glass」、さらに「熱電材料の
基礎とシリサイド系半導体の応用例」と幅広く、加えて博士後期課程学生の講演（２
件）があり、活発な質疑応答が行われた。これらの講義と研究発表では、日頃の研究
への取り組み方から、キャリア形成、博士課程を目指したきっかけも教員と学生から
披露され、それぞれの立場や世代を超えて意見を交換することが出来た。１日目の夜
に開催されたポスター発表では、学生、教員、研究者が自由な雰囲気で意見を交わ
し、発表予定時間（90分間）を過ぎた後も議論が続いた。特に大学、研究室の垣根を
超えた学生同士の交流が好評であった。参加者は全員、会議場のホテルで宿泊してい
るため、ポスター発表が終わった後も、いくつかの部屋に集まり、夜遅くまで白熱し
た議論が続けられるとともに、各人の研究生活や研究ネットワーク等を主たる話題と
して親交を深めた。２日目には、朝食時から互いにうちとけ、和んだ雰囲気で会場に
集まり議論や会話を楽しむ光景が観られた。夏の学校では通常の学会とは一味違う踏
み込んだ議論が出来るとともに、学生の今後の進路や、研究者としてのキャリア形成
まで意見交換ができる。このように夏の学校は研究成果を発表する場としてだけでな
く、若い研究者を育てる貴重な機会でもあり、実りの多い２日間を盛況のうちに幕を
閉じることができた。

西暦2024年7月20日（土）及び7月21日（日）

リステル浜名湖（静岡県 浜松市）

　　４６名（内 応用物理正会員 14名）

シリサイド系半導体と関連物質研究会
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